
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

増加する農業被害を低減するため、捕獲個体の処分ルートを確立したうえで、北海道が定めるエゾシカ許可
捕獲目標数（札幌市）４８０頭の捕獲を目指す。

今年度の見直し
内容

・エゾシカ処分ルートの確立（一時集積施設、減容化施設等の整備・維持管理）
・ハンターへの支援（わな保険料等の補助）

来年度以降の方
向性

エゾシカの処分体制の効率的な運用等のため、庁内関係部局やＪＡ、北海道猟友会等との連携を強化し、農業被害の低減に繋げていく。

設定なし 設定なし 設定なし 設定なし 設定なし 設定なし

↓

アウトカム
成果指標2

（成果指標１と同様） という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

144頭 70頭 238頭 480頭 480頭 480頭

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

電気柵購入補助額上限の見直し等により、電気柵設置面積の拡大が見込まれ、今後は目標を達成できる
見込みである。

アウトプット
活動指標2

エゾシカの捕獲頭数 という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

85,180千円 58,719千円 70,980千円 57,707千円 56,694千円 55,682千円

↓

アウトカム
成果指標1

有害鳥獣（対象鳥獣）対策による農作物被害の低減 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

120ha 129ha 127ha 139ha 149ha 159ha

人工

指標

アウトプット
活動指標1

電気柵設置により農作物被害を防いだ農地面積（累計） という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

1 人工

令和6年度予算額 52,000 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 1

正規職員業務量 1 人工

令和5年度決算額 8,181 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0 人工

令和5年度予算額 10,000 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

電気柵等の普及促進による農地への侵入抑制策の強化、捕獲アライグマの処分等、捕獲したエゾシカ個体の処分ルートの確
立等を行うことで、有害鳥獣による農業被害を低減させる。

他都市の状況

鳥獣被害防止計画に基づく有害鳥獣対策は全道１７９市町村のうち１７７市町村で実施されている。

市民参加の実施

令和4年度決算額 0 千円 うち特定財源 0

施策名 札幌市・北海道の強みである食や観光分野の産業が、時代の潮流を

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社
会的課題）

札幌市では、鳥獣による農作物被害への対応として、鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措置に関す
る法律（平成１９年法律第１３４号）第４条第１項の規定に基づく被害防止計画を策定し、対策に取り組んでいる。
近年エゾシカ等有害鳥獣による農業被害が甚大となっており、農業経営への影響や営農意欲の減退が懸念されるため、被害
防止に向けて、農地への侵入防止対策の強化に加え、捕獲頭数の拡大や処理ルートの確立等総合的な対策が早急に求めら
れている。

事業内容
（何を実施し）

増加傾向にある有害鳥獣による農作物被害の低減に向け、札幌市鳥獣被害防止計画に基づき、電気柵等の設置に対する補
助、捕獲アライグマの処分等を行った。また、近年、エゾシカによる農業被害が増加していることから、従来の取組に加え、エ
ゾシカの捕獲・処分体制の検討を行った。
　①電気柵等設置補助金
　　・農家８戸に電気柵等設置の補助を実施
　②アライグマ処分費
　　・計１４２頭のアライグマの処分等を実施
　③エゾシカ対策費
　　・捕獲後のエゾシカの処分・利活用に係る検討業務を実施
　　・巻き狩り時のドローン調査を実施
　　・捕獲機材の購入等

事業名 鳥獣被害防止対策推進費

評価担当課 所   属 経）農政部　農業支援センター 電話番号 011-787-2220

事業評価調書

年度 令和5年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 70030


